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超電導磁気分離装置、磁性付与技術

基本的には磁性のあるものとないものを分離する技術であるが、排水
中の懸濁粒子（SS）などの磁性のない物にも磁性を付ける技術や、水　
泥水中に溶解している物質を捕集する磁性吸着担体による技術が開発
されている。もともと磁性を持っている金属などは超電導磁石の作る強
力な磁気で捕まえることが出来るが、磁性のない懸濁粒子（SS）は磁性
紛を絡めたフロックを作ることで磁性を付与し、また排水中に溶存して
いる物質については、磁性を持たせた活性炭などの磁性粉末吸着担体
を使って磁気にて分離を行う。同時に、強力な磁力で分離した物質を磁
場内から、磁場を落とすことなく連続的に外に取り出す磁気分離装置を
開発している。
用途として；
 １．工場排水中の懸濁粒子（SS）除去と排水の再利用
 　（Ｈ１３ＮＥＤＯ支援事業）
 ２．排水中の有害物質（フッ素、ヒ素）や重金属の除去
 ３．機能性鉄粉による泥水中からのヒ素の除去（共同事業）
 ４．プロシアンブルー坦持磁性吸着担体による焼却飛灰からの
 　放射性セシウムの除去（共同事業）
 ５．タンパクや酵素の精製（共同事業）
 ６．鍍金廃水中からの有価金属（ニッケル、リン）の回収（共同事業）
 ７．レアメタルなど海底資源の精製工程での溶出金属の濃縮（新規取組）
など具体的なプロジェクトに取り組んでいる。一部事業化も進んでいる。

非磁性の物質に磁性を付与する技術を伴った
超電導の強力な磁気を利用した分離技術

廃液中や溶出液中の有価物、金属などの回収が
できる
水や土壌中の環境汚染物質（重金属やフッ素、ホ
ウ素、油など）の除去ができる
大量処理が可能で、20t/時間の処理が６㎡の小
さな装置でできる
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今のところ日本国内での展開しかありません。

磁気分離は分離する目的物に磁性を付与することに
よって磁力という物理的な力で高速に分離をすること
が出来る。従来からの分離の方法に比べ、超電導磁石
による高磁場と高勾配磁気フィルターによって格段の
速さで分離することが出来、装置としてもそれだけコ
ンパクトにすることが出来る特徴を持つ。
分離目的物に磁性を付与する技術は、大きさ、重さな
どが似通っていても磁性を持っているかいないかで
分離ができるので、今まで分離が難しかった物質にも
適用が可能。
磁性粉末吸着担体は活性炭のような細孔による吸着、
キレート吸着などを含め、広い分野に応用を広める可
能性を秘めている。アフィニテイ磁気ビーズなど抗原
抗体反応なども磁気分離に取り込むことが出来る。
磁性粉末吸着担体は比表面積が大きく、吸着速度、選
択制の面で優れている。粉末担体を効率よく分離する
には磁力による分離が最適で、大量の処理量を小型
の装置で効率よくこなすことが出来る。

高速分離

（水あるいは
  その他の媒体）

機能性鉄粉による泥水中からヒ素の分離・除去

超伝導磁気分離装置で
鉄粉と泥水を分離する

泥水と鉄粉をかき混ぜる

超電導磁気分離装置

鍍金廃水中からの有価金属回収フロー


